
ω
一
，
δ
白
O
σ
Q
δ
壱
な
る
一
町
を
囁
別
し
得
る
こ
ご
を
論
ず

る
に
至
っ
た
へ
再
論
第
十
七
憲
第
一
號
）
イ
ヅ
ノ
フ
博
士
の

研
究
も
そ
の
後
蚊
に
進
む
だ
ご
聞
い
て
居
る
が
、
今
臼
迄

に
は
な
ほ
そ
の
結
果
の
登
表
さ
れ
セ
も
の
を
見
な
い
、
此

の
如
く
に
し
て
今
日
で
は
此
の
言
語
も
充
分
ざ
鳳
行
か
ぬ

迄
も
或
程
度
迄
は
研
究
せ
ら
れ
て
、
そ
の
性
質
も
論
じ
得
・

る
や
う
に
な
り
、
ま
π
そ
の
記
録
も
漸
次
護
み
破
ら
れ
や

う
ε
し
て
居
る
の
で
あ
る
ゆ
（
来
完
）
・

卒
安
卸
量
道
の
一
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
省
’
三

本
安
朝
は
紳
砥
制
度
が
整
頓
し
、
本
地
垂
挫
説
が
成
就

し
紀
時
代
で
あ
る
・
・
｝
ε
は
曳
・
世
聞
凋
知
の
事
實
で
あ
る
が

當
時
う
．
紳
祇
記
念
が
思
想
界
に
於
い
で
如
何
奪
乃
活
動
を
」

な
し
識
碧
雲
ず
い
去
観
念
が
如
何
な
ち
程
度
の
戒
立
を
爲

し
て
を
う
・
起
か
に
つ
い
て
は
》
鍮
ゆ
明
に
な
つ
で
は
を
ら

　
　
　
第
三
侮
　
　
叢
㌦
凱
．
髄
挙
安
．
朝
憩
道
の
一
翻
面
「

ぬ
。
考
案
の
著
に
か
け
ら
れ
る
山
王
勅
号
書
や
、
章
節
の

述
べ
π
こ
い
ふ
爾
総
領
撹
書
や
、
或
は
ト
部
鍮
延
の
作
だ

下
総
す
る
唯
一
紳
道
書
も
め
る
が
、
何
れ
も
鎌
倉
時
代
の

末
期
か
、
囁
室
町
時
代
の
色
彩
が
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ
て
、

其
等
に
よ
っ
て
、
…
富
代
の
赫
溢
を
窺
ふ
鐸
に
は
行
か
ぬ
。

玉
響
、
奈
良
朝
時
代
に
既
に
成
立
し
て
居
つ
弛
も
の
こ
思

は
れ
て
る
た
本
地
垂
蓮
説
が
、
「
近
家
は
常
代
の
中
葉
に
な

っ
て
思
想
堺
を
支
配
す
る
や
う
に
な
つ
π
ご
云
ふ
事
に
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ら
れ
て
は
想
起
が
σ
、
愚
で
其
の
完
成
さ
れ
三
冠
佛
習

合
説
が
如
何
な
る
組
織
的
内
容
を
右
て
て
る
托
か
》
換
言

す
れ
ば
，
其
の
結
果
こ
し
て
如
何
な
る
三
道
の
旧
説
が
成

立
し
π
か
ξ
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
、
殆
ざ
研
究
さ
れ
て
を

ら
ぬ
や
う
に
思
ふ
。
．

　
　
　
　
　
　
む
む
　
　
　
　
　
　
む

　
案
ず
乃
龍
、
、
劇
道
懐
い
ふ
名
羅
は
、
夙
《
用
朋
紀
に
ワ

ケ
所
、
兎
孝
徳
紀
、
ζ
篇
．
一
グ
所
出
て
を
る
が
、
共
に
　
避
暑
な
る

黒
穂
の
黒
田
で
あ
っ
て
2
後
世
言
ふ
瀞
道
の
や
う
な
複
雑

な
組
織
的
な
概
念
を
内
容
蓬
し
て
を
る
も
の
で
無
芸
二
媒

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
麟
伽
　
　
、
　
山
ハ
五
　
　
（
六
五
）



　
　
　
内
事
内
院
懸
ひ
　
、
韓
7
観
　
　
ド
挙
安
遡
憩
謎
の
“
側
衝

・
は
5
先
輩
め
既
に
認
め
て
を
ゐ
斯
で
あ
る
◎
奈
良
蒔
代
に

漕
な
っ
て
は
紙
撚
佛
調
和
の
思
想
は
大
分
蓬
ん
で
來
て
を
り

・
且
♪
九
州
北
部
の
大
就
に
奉
仕
す
ゐ
聖
職
巫
齪
等
の
澗
に

、
は
熟
融
祇
観
念
を
基
礎
ε
す
器
察
敷
酌
思
想
が
過
程
纒
ま

つ
で
．
立
て
み
た
や
う
に
思
は
．
れ
る
が
』
堅
塁
の
事
を
書
い

た
確
｛
貫
な
更
科
に
は
、
殆
ご
沸
蓮
の
用
語
が
見
塩
冨
ら
ぬ
の

に
⑭
・
萎
朝
に
な
豪
・
、
蕉
翁
う
垂
の
名
三
鷹

出
し
て
懸
る
の
を
紹
め
る
の
で
あ
る
。
今
こ
＼
に
其
の
氣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぐ
　
ヤ
　
　
や
ニ
　
げ
ち
ド
て
ち
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

付
い
た
も
の
を
刻
罪
し
て
、
共
の
用
法
の
上
か
ら
、
當
代

の
二
道
概
念
の
内
容
を
槻
察
し
で
見
た
い
ご
思
ふ
○

θ
『
績
は
本
紀
』
延
暦
歴
年
七
月
の
條
蔽
、
伊
勢
帥
宮

．
寺
以
下
天
下
諸
就
の
薫
り
に
よ
っ
て
、
「
桓
武
天
皇
が
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

．
豫
に
渡
ら
せ
も
る
・
こ
ど
を
述
べ
て
「
轟
道
難
レ
謹
、
抑

　
有
レ
銅
管
」
ご
云
ひ
隔
『
類
聚
三
代
格
』
所
載
、
同
十
七
年

　
十
月
の
太
政
官
将
に
は
」
出
雲
國
造
の
不
行
跡
を
暴
げ

　
　
　
む
　
む
　
つ
　
ぐ

、
て
「
紳
道
盆
世
3
量
冷
然
乎
」
ゼ
云
ひ
、
『
日
本
後
紀
』
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ご

　
圃
元
年
五
月
の
條
に
は
「
天
理
忌
二
極
満
場
一
も
卑
下
者
、

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
　
一
　
號
　
　
！
　
六
孟
ハ
　
（
山
場
山
ハ
）

　
つ
　
　
　
む
　
　
　
リ

ド
・
、
榊
撹
二
蕨
其
謙
虚
己
　
　
ぜ
串
で
∵
（
長
徳
四
年
》
大
江
匡
衡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ミ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
む

摂
・
の
草
し
泥
乱
交
に
「
天
之
與
レ
善
》
從
レ
滋
難
ヒ
信
℃
榊
之

　
む
　
　
む

一
．
「
渦
レ
謙
黛
．
双
亦
如
何
し
∴
ご
あ
る
の
遷
併
せ
ノ
考
ふ
活
き
で

あ
轟
棚
噂
『
類
聚
國
重
言
弘
仁
七
年
七
月
の
勅
ご

　
　
　
　
　
　
ぐ
サ
ノ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　
む

・
し
て
「
宜
を
敬
二
勲
爵
一
、
大
致
中
豊
稔
と
こ
云
ひ
、
又
天

㌦
長
六
年
三
月
の
條
に
」
若
荻
國
比
嘗
紳
の
こ
ε
に
つ
い

　
て
．
「
導
管
（
○
和
献
臣
）
脅
麗
赤
言
置
樹
二
心
ツ
佛
道
一
、
・
練
二
身
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ハ
グ

　
深
山
お
・
大
喝
戚
之
、
，
化
レ
詠
語
喧
ゴ
論
識
常
器
雅
嘘
卯

「
我
票
認
下
身
へ
苦
騒
甚
深
u
思
下
露
二
依
繊
綜
へ
似
免
車
紳

　
ほ
し・

導
云
云
」
善
し
〆
し
濁
る
誤
噌
本
論
選
．
瞭
惣

　
年
十
一
月
の
條
喰
は
「
護
二
持
榊
滋
㎜
、
不
レ
蘭
二
一
桑
之

　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
カ
こ
ご
い
ふ
勅
文
が
出
て
を
う
、
『
三
代
實
録
』
貞
槻

．
元
年
八
月
の
條
に
見
ね
る
延
暦
毒
恵
夷
の
表
交
響
に
は

　
　
　
む
　
む
　
む

　
「
紳
滋
葡
刀
譲
、
只
三
二
調
豊
幌
野
墓
一
し
ご
出
て
々
る
Q
’

ゴ
仁
患
の
『
叡
山
大
師
傳
』
に
は
「
大
師
本
願
、
如
登
山

ご
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
む
　
　

再
朝
、
終
入
滅
之
夕
、
四
恩
営
外
、
厚
救
二
淋
難
一
Q
懲
善

根
力
、
難
所
・
不
レ
致
裁
」
ご
見
勲
∵
『
弘
法
次
獅
三
五



～

　
個
條
・
遽
告
』
に
は
「
方
二
吾
が
上
登
（
蜘
鵬
レ
日
㌦
託
二

値
舜
日
愛
（
明
・
鮒
生
）
糖
二
鯉
費
、
塑
論
卿
知
卿
σ
・

菩
薩
到
・
此
ψ
、
弟
子
之
幸
也
し
（
灘
儒
）
患
て
を
る

・
（
弘
法
の
弟
眞
雅
の
作
ご
辮
せ
ら
れ
る
『
稲
荷
鎭
三
山

・
策
』
に
も
、
「
吾
泊
地
二
紳
亡
く
、
㌧
聖
ハ
在
園
威
徳
こ
ご
い
ふ

　
稻
憲
章
の
託
宣
が
見
自
て
を
る
）

　三
『
宇
佐
託
宣
集
』
に
は
、
Σ
延
喜
二
年
の
宇
佐
八
幡
大
菩

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

携
蟻
塚
し
て
い
。
「
、
砺
燦
総
評
麟
毒
念
天
、
淋

　
道
止
翠
黛
。
・
三
：
謝
々
所
々
仁
群
山
跡
於
帥
道
一
留
者
」

菟
ね
（
鞍
壷
攣
謬
署
清
水
文
業
に
は
、
、

　
烏
朋
天
皇
の
天
永
四
年
四
月
、
・
愚
人
衆
徒
等
の
濫
行
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
つ
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　
　

　
止
の
宣
命
を
載
せ
て
「
我
長
波
紳
道
観
レ
基
ク
ル
國
云

ン
々
」
ざ
あ
る
〇

四
『
扶
嵐
栄
略
譜
』
（
惜
三
）
ぼ
後
三
眠
上
皇
の
祭
月
薪
羅
大

「
璽
ぎ
し
て
知
駕
鍔
禦
二
御
仁
酬
響
漁
脚
細

　
ぐ
　
　
　
　
　

匹
道
一
太
利
。
」
ご
述
べ
空
『
本
朝
交
輝
』
翁
＋
）
に
載
す

％、

髑
蜊
]
錯
書
の
漂
妙
寺
塔
供
養
覗
願
文
（
唖
鰍
）
に
は
、
「

　
　
　
繁
三
巻
　
叢
設
　
拳
婁
朝
瀞
甦
の
一
麗
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
つ
　
　

　
木
幡
オ
古
墳
で
草
二
創
シ
新
寺
一
、
忽
飾
出
演
道
｝
、
愛
二
三
二

　
佛
庭
㍉
し
ご
出
で
、
い
慶
滋
保
胤
の
鷹
蒙
ル
菅
丞
相
願
｝
願
丈

、
一
（
寛
和
ご
年
）
の
中
に
も
、
「
羅
穿
馨
莚
癖
三
二
耀

　
む
　

・
滑
道
こ
ご
見
ね
、
『
三
十
五
文
集
』
に
牧
め
て
あ
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
　
む
　
　
む
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

・
陰
極
房
の
北
野
祭
文
に
ぽ
「
呪
や
匡
房
仰
三
野
道
一
三
三

　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む

　
年
三
、
久
三
二
紫
敬
之
懇
志
亡
ご
田
て
を
る
。

電
縫
海
惑
僧
都
が
遡
父
信
西
入
撹
の
．
願
文
類
を
堅
め
髭
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ぐ
　
つ
　
　
　
　
　
つ

　
筆
海
要
津
』
八
衛
撫
構
糟
鞠
）
に
は
祭
瀧
ご
陰
陽
滋
ご
に
關

．
す
る
も
の
を
一
括
し
て
、
紳
蓮
ご
標
し
て
を
る
ρ

ン
以
上
列
舞
七
元
研
に
よ
っ
て
考
へ
て
み
る
ざ
、
、
當
代
に

用
ゐ
ら
れ
弛
淋
溢
の
瀞
呼
は
、
其
の
内
癖
こ
し
て
、
僑
仰

若
し
《
獄
偏
理
を
含
有
し
て
を
る
も
の
、
或
は
黒
陶
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
む
　
か
　
み
じ
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

肥
し
て
を
お
も
の
こ
味
ふ
よ
り
は
ト
寧
ろ
軍
純
に
沸
三
又

む
　
つ
　
　
　
　
　
む
　
む
ド
つ
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
む

は
紳
鮭
ε
い
ふ
程
の
意
義
に
於
い
て
使
用
せ
ら
れ
把
も
の

が
多
い
や
シ
に
思
は
れ
る
O
此
の
事
ば
次
期
の
『
李
家
物

琶
や
署
妻
鏡
漆
ご
鴇
鴫
野
卿
麟
こ
か
》
鯉
灘

こ
む
　

駿
懸
な
ざ
琶
い
ふ
で
む
む
笠
置
の
藷
が
、
極
め
て
簡
購
な

蛾
〃
　
一
　
號
塑
　
　
　
　
ム
ハ
七
　
　
（
轟
ハ
』
1
）



　
　
　
第
三
懸
　
　
叢
観
　
　
挙
婁
靱
憩
滋
の
一
鰐
斑

意
昧
（
カ
＼
ミ
～
）
で
あ
る
の
こ
同
じ
や
ケ
に
思
鳳
れ
国
彼
の
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

道
五
部
書
中
の
『
徽
章
本
紀
』
・
の
末
に
見
ね
る
「
紳
滋
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
二
混
滝
之
右
回
、
蹄
二
混
沌
之
婚
一
b
、
三
寳
三
園
二
有
無
之

　
　
モ
ト
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ニ

見
一
、
梯
二
實
相
之
地
一
Q
神
則
醤
二
種
悪
一
「
導
三
主
源
為
佛
ヌ

立
山
敷
倉
搬
看
取
こ
（
一
本
此
文
無
・
し
）
ご
あ
轟
道
の
如
き
明
確

な
意
味
は
、
挙
安
朝
に
於
い
て
は
、
鯨
り
多
く
其
の
用
例

を
見
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
余
は
斯
や
ラ
な
意
義
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
つ
　
む
　
つ

に
組
織
さ
れ
た
紳
道
警
を
内
窮
こ
す
る
勝
の
紳
撹
五
野
面

を
以
て
、
李
安
朝
の
悟
道
誤
想
を
代
表
し
た
も
の
こ
見
る

こ
ご
が
出
家
な
い
。
其
の
資
料
の
個
々
の
償
値
は
．
胴
ぜ
し

て
、
其
の
資
料
を
組
織
し
潤
飾
し
心
配
の
五
部
書
の
弾
道

説
は
西
、
到
底
李
安
朝
の
中
期
よ
り
上
に
潮
り
得
な
い
も
の

だ
こ
儒
す
る
。
從
っ
て
余
は
五
部
書
の
轡
型
を
鍮
倉
時
代

の
初
期
、
或
は
古
く
て
も
『
虚
血
命
世
記
』
の
奥
謬
に
見
ゆ

、
誌
四
年
頃
を
出
で
諏
の
意
ふ
の
で
皇
。
。

　
最
澄
に
牽
強
さ
れ
、
塞
海
に
附
會
さ
れ
た
ご
こ
ろ
の
山

む
　
ハ
ノ
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ

王
紳
滋
や
，
爾
部
紳
滋
の
敷
懐
こ
し
て
、
の
勧
農
は
、
正
し

　
　
　
　
　
　
　
鐵
σ
　
一
　
號
、
　
　
　
山
ハ
入
・
　
（
六
八
）

給
附
の
五
部
書
の
淋
道
路
⑳
次
に
家
事
も
の
で
あ
る
、
，
・
、

に
耐
部
紳
道
の
學
設
は
五
部
書
書
道
説
の
影
響
を
蒙
っ
て

興
る
ご
こ
ろ
が
頗
る
多
い
。
尤
も
最
澄
や
塞
海
が
其
宗
義

を
宣
博
す
る
ま
に
於
い
て
、
、
我
が
神
祇
ど
野
稗
を
結
ん
だ

・
ぎ
は
絶
無
叢
な
船
搾
汁
の
方
は
宇
佐
八
幡
宮
練
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

岩
狸
．
〉
香
轟
（
鰍
購
、
∀
脊
硬
賀
蒜
奥
議

㈱）

ｩ
吉
名
入
鵠
律
）
諏
悪
書
、
臼
髭
轟
、
三
糖

典
鰍
難
離
、
）
等
の
営
々
妄
渉
が
あ
っ
た
や
フ
に
傳

へ
ら
れ
、
陰
虚
の
方
は
紀
州
高
野
の
丹
生
朋
紳
ご
山
城
の

稻
荷
の
紳
ご
契
る
こ
こ
ろ
が
あ
っ
把
や
う
に
傳
へ
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
毒
諜
繊
し
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
瀞
、
纂
讐
よ
つ

て
策
せ
ら
れ
脚
半
佛
建
立
當
涛
の
難
平
活
動
を
知
っ
て
を

る
是
等
の
高
僧
が
、
瀟
嚇
佛
調
和
の
詳
説
に
つ
い
て
、
、
多
少

の
考
慮
を
廻
ら
し
惣
で
あ
ら
う
こ
ご
は
．
固
よ
り
想
像
の

旧
地
が
存
す
漆
％
衝
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
尋
安
朝
は
崇
佛
の
観
念
が
極
勧
て
深
か
っ
た
時
代
で
あ

っ
て
（
信
仰
に
件
ふ
敬
虜
の
態
度
ぱ
別
こ
も
て
と
切
の
も



の
皆
佛
力
、
法
力
に
よ
っ
て
古
町
さ
れ
る
も
の
こ
思
う
て

ゐ
π
o
神
子
も
法
堂
を
富
み
、
讃
経
を
聴
く
の
を
悦
ぶ
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ふ
前
代
か
ら
の
思
想
は
、
此
の
時
代
に
は
愈
螢
展
し
て

藤
原
泣
長
の
供
二
黒
軽
妙
寺
塔
一
言
丈
（
轍
郊
翻
聾
二
承
）
に
は

「
天
歯
釜
舐
、
庵
向
二
羅
臼
一
踊
帯
レ
光
、
精
難
冤
魂
、
浴
二
法

雨
一
国
離
レ
垢
ト
と
い
ひ
、
朱
雀
院
被
レ
修
嵩
御
八
講
一
願
文

（天

c
＋
年
、
筒
　
　
護
）
に
は
「
天
榊
地
祇
、
増
二
筆
下
一
二
随
喜
、
二
審

邪
鬼
塾
四
二
三
三
一
三
蹄
レ
回
し
ご
云
ふ
や
う
に
な
っ
た
。
さ

れ
ば
晶
方
に
於
い
て
は
、
氏
帯
留
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
乱
川

肚
行
政
も
可
な
り
に
よ
く
行
は
れ
町
議
國
の
思
念
が
漸
次

明
瞭
こ
な
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
雲
泥
思
想
は
決
し
て
葱
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

雛
吻
で
鴫
み
留
勉
ポ
《
あ
講
馬
匹
嘱
、
尤
般
若

孤
露
力
、
護
レ
國
利
喪
、
是
大
乗
之
輿
助
」
パ
鵠
撫
三
月
）

ぜ
い
ふ
勢
で
」
仁
王
饗
最
勝
王
純
の
講
護
が
盛
ん
に
密

勅
さ
れ
、
「
方
今
鱒
・
調
乳
レ
旛
、
莫
ウ
先
駈
般
若
之
威
赫
一
、

密
レ
画
安
レ
民
、
不
レ
・
加
二
最
勝
之
音
力
こ
ご
い
ふ
主
旨
か
ら

慧
の
災
が
擾
除
乳
．
（
類
聚
符
置
旧
、
寛
仁
元
年
八
月
官
符
）
露
営
が
契

　
　
　
第
三
巻
　
叢
凱
　
弔
安
朝
赫
道
2
測
面

溝
二
災
薬
於
未
兆
一
、
莫
レ
先
三
年
億
之
威
紳
一
、
期
二
面
柞
於
　

方
來
一
、
量
如
二
纒
王
野
壷
力
一
」
ご
申
し
て
、
淡
疫
の
擾
除

藷
國
に
行
は
し
め
・
や
う
で
其
実
噸
嘱
腫
展
の

敬
弾
指
念
が
移
動
す
る
の
は
必
然
の
勢
で
あ
っ
π
ご
云
臓

ね
ば
な
端
諏
。
斯
か
強
面
敷
信
仰
の
旺
盛
な
侍
立
鷲
在
っ

て
は
、
憩
紙
槻
念
が
之
ε
調
和
し
把
の
は
、
寧
ろ
不
自
然

な
自
然
こ
い
ふ
べ
べ
、
又
不
都
合
な
便
宜
で
あ
っ
π
塞
見

る
べ
巻
で
あ
る
。

ヒ
画
面
朝
の
思
想
界
は
斯
や
う
な
駅
態
で
あ
っ
泥
が
、
併

し
ま
把
本
地
垂
泌
説
を
飾
る
に
足
る
程
の
僧
家
の
學
説
拡

見
ら
れ
な
か
つ
紀
。
廊
ち
京
都
方
面
に
於
い
て
襖
矢
台

の
學
徒
に
よ
っ
て
あ
、
翼
書
の
智
識
に
よ
つ
て
庵
、
様
だ

之
ぞ
ε
思
添
程
の
紳
撹
説
は
組
織
立
て
あ
れ
な
か
っ
把
の

で
あ
る
。
共
の
神
道
競
の
成
立
に
は
噂
r
爾
宗
の
縞
穂
が
互

に
宗
涙
的
勢
力
の
扶
殖
を
臓
ふ
手
段
ご
み
て
、
』
淋
魅
を
抱

込
ん
だ
趣
動
が
少
か
％
吋
欄
噸
％
町
謄
％
％
吻
ゼ
嗜
懸
％

れ
る
○
換
言
す
れ
ば
山
王
避
道
圏
爾
部
署
道
書
、
一
延
暦
寺

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
r
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
山
州
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
叢
　
　
耶
安
朝
の
憩
道
働
面
貌

汐
鯉
禦
（
脚
㌍
塁
壁
翻
却
）
ご
バ
扉
炉
鋸
が
鯉
が
ゲ
撫
膨

　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
つ
　
つ
　
　
　
つ
　
バ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
つ
　
　

諒
樋
磁
幽
よ
、
。
粛
舐
の
誠
切
認
賭
瞭
％
勉
蜷
働
究
吻
彌
馳

し
て
駿
達
の
逡
歩
を
蓮
め
把
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
思

　
　
　
　
　
　
む
　
ラ
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
む
ド
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

は
れ
る
節
が
あ
る
の
で
あ
る
。
左
に
其
の
事
を
一
言
し
て

識
者
の
襲
撃
ざ
研
究
ご
を
抑
ぎ
弛
い
ご
思
ふ
Q

　
　
　
む
　
　

　
延
暦
寺
は
莫
都
の
當
時
よ
り
朝
野
の
露
仰
を
集
め
、
年

安
京
の
鬼
門
に
在
っ
て
王
城
鎭
護
の
基
礎
が
固
く
、
古
く

鎮
座
し
給
ふ
日
吉
紳
就
の
紳
威
を
背
景
こ
し
て
を
る
か
ら

天
台
宗
の
勢
力
は
葭
ら
京
都
の
思
想
界
に
蔓
延
せ
ざ
る
を

　
　
　
　
　
　
む

得
な
い
。
温
海
は
東
寺
を
賜
は
つ
て
、
京
都
に
も
一
つ
の

眞
言
宗
の
基
礎
を
据
ゑ
π
が
、
其
の
俗
的
勢
力
は
何
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
も
　
　
へ
　
　
り

く
前
者
に
及
ぱ
な
か
つ
セ
。
和
氣
清
麿
が
、
宇
佐
入
幡
の

紳
恩
を
報
謝
す
る
爲
に
建
立
し
陀
淋
願
寺
が
、
天
長
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う
つ
う
　
ぐ

九
月
、
警
急
氏
の
請
願
に
よ
り
て
高
雄
寺
（
帥
護
國
聾
…
翼

　
　
む

若
緑
）
に
替
へ
ら
れ
て
、
之
を
以
て
定
額
こ
し
、
眞
言
辞
を

轟
い
て
、
入
青
森
の
大
願
を
果
し
π
こ
ご
は
．
（
類
聚
三
代
絡
俗
二
）

蓋
し
東
寺
（
即
ち
眞
言
宗
側
）
の
一
勢
力
を
添
へ
把
こ
ご
で

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
七
〇
　
（
七
〇
）

あ
ら
う
。
之
ご
同
時
に
」
宇
佐
八
幡
宮
の
方
に
．
謁
し
π
蓬

紳
道
的
氣
分
が
高
雄
寺
を
介
し
て
東
寺
に
も
傳
は
つ
泥
の

で
鳳
な
か
ら
う
か
。
併
し
之
は
脚
威
を
聞
接
に
攣
り
花
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
げ

過
ぎ
な
か
つ
π
が
、
貞
槻
元
年
、
大
安
寺
の
運
行
敷
は
宇
r

佐
八
幡
に
墾
尊
し
、
一
夏
の
聞
、
書
は
大
乗
経
を
轄
讃
し

夜
は
要
言
密
敷
を
諦
念
し
で
を
る
中
に
、
「
吾
移
二
三
近

都
一
、
駕
・
鎮
詮
王
無
理
し
（
欝
犠
灘
暴
富
）
こ
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

託
宣
を
蒙
っ
て
、
男
山
に
御
拗
詰
署
し
π
O
こ
れ
即
ち
石

つ
　
む
　
　
　
　
　
　

清
水
八
幡
宮
で
あ
る
○
行
敷
は
眞
言
僧
で
あ
っ
て
、
延
暦
寺

か
ら
度
々
反
樹
さ
れ
把
東
寺
の
長
者
盆
信
の
兄
で
あ
る
Q

男
山
は
京
都
の
南
西
に
あ
っ
て
、
叡
山
が
京
都
の
東
北
に

在
る
の
ご
似
蓮
っ
陀
形
勢
を
具
へ
て
を
る
。
斬
れ
に
よ
っ

て
石
清
水
八
幡
宮
の
拗
請
が
、
　
（
御
託
宣
そ
の
も
の
を
離

れ
て
考
へ
れ
ば
）
東
寺
の
叡
山
開
講
運
動
ご
何
ら
か
の
欄

係
が
あ
り
、
又
宇
佐
の
紳
澄
的
恩
想
が
精
々
直
接
に
東
寺

の
方
へ
浸
入
し
て
來
把
こ
ご
を
想
像
す
る
の
は
、
必
ず
ゐ

も
不
合
理
で
は
あ
る
ま
い
ゆ



、
、
此
の
後
、
聞
も
な
長
観
＋
八
年
（
或
は
云
ふ
、
延
長
商
仁
・
公
事
於
艶
美
・
鷺
宮
鄭
夢
贈
鶉
帥
9
釦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
　
げ
つ
　
づ
　
つ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
り
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
む
　
む
　
つ
　
む
ロ
　

四
年
）
・
播
州
廣
峯
か
ら
牛
頭
天
王
の
杜
が
京
都
t
移
さ
れ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
申
仁
毛
天
台
乃
堂
寺
燈
分
於
南
馬
繋
多
利
之
。
其
罪
、
総
深
－

元
慶
簡
に
鍵
姦
ん
で
、
細
羅
（
礁
転
院
卍
聖
紳
こ
し
て
璽
瞼
が
高
い
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
在
唖
聾
止
成
毫
欝
事
多
袈
於
》
彼
讐
此
遽
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
ヤ

が
建
て
ら
れ
沈
。
常
住
寺
十
灘
師
傳
燈
大
法
師
位
圖
如
が
、
法
華
三
昧
堂
無
涯
立
憲
や
大
法
螺
ヤ
・
ハ
毎
時
吹
農
奴
∬
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か

難
癖
馨
叙
勲
熱
建
轟
驚
辮
難
騙
継
理
購
麟
舗
罐
織
溢
購
湿
搬

欲
蠣
窟
画
）
。
　
か
《
て
圖
融
天
皇
の
天
延
二
年
に
延
暦
寺
の
　
動
の
手
が
動
い
て
を
つ
た
も
の
こ
見
ち
れ
る
で
は
あ
る
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
院
こ
な
つ
泥
が
、
、
之
も
亦
延
暦
寺
欝
東
寺
の
蓮
動
に
關
　
い
か
び
。
少
く
こ
も
、
北
野
の
帥
威
は
畏
く
も
此
の
運
動
｝

鰹
雛
翻
論
難
麟
蝋
纈
厭
鰹
獣
舗
欝
欝
鵬
駆
躍
鶏
醐
籔
ボ
砒
膿

の
紳
人
種
良
種
の
子
供
に
託
宣
に
な
つ
で
、
北
野
瀞
胱
の
、
は
酒
祇
園
売
北
野
め
帥
輿
ち
亦
晒
同
時
に
出
動
す
ゐ
例
層

尉
立
を
見
る
に
至
っ
た
（
菅
家
御
三
記
等
）
、
難
事
先
天
塵
五
年
・
な
っ
て
を
ゑ
〔
瀕
鞭
）
。
㍉
ン
ニ
碧
．
で

　
　
　
　
　
　
ア
ヤ
コ

左
京
複
坊
聖
堂
．
蕪
郭
多
）
に
託
宣
し
て
右
近
馬
、
、
早
熟
駿
蕗
ぼ
同
時
の
．
、
塁
あ
ら
．
）
藁
寺
鰯

蕩
に
齋
か
れ
π
の
で
あ
む
μ
．
今
“
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
つ
で
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
秘
露
荷
紳
肚
，
の
淋
威
を
引
込
ん
で
を
つ
癒
や
う
で
あ
ム
げ

良
種
の
紳
太
郎
九
に
下
野
れ
π
託
宣
家
を
見
る
ご
》
其
φ
『
二
＋
二
質
量
計
』
や
『
諸
棘
豊
な
ご
に
璽
麹
讃
大
師
グ
ー
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
に
「
皆
人
ハ
加
茂
八
幡
止
耳
云
庚
ぴ
我
等
於
ゾ
、
不
ゾ
屑
態
・
弘
仁
ナ
ニ
蓋
附
熊
野
藩
学
の
折
野
紀
伊
國
で
稻
を
、
荷
ふ
㌧
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
に

旗
利
P
我
塾
、
総
総
楚
凶
守
津
憾
、
悪
心
深
津
三
葱
我
世
界
有
・
翁
及
び
二
人
の
女
め
姿
に
や
つ
も
お
稻
荷
の
憩
起
遇
5
泥
∵

　
　
　
第
㌃
三
∴
拳
・
ン
輩
、
一
観
鵡
川
　
準
安
覇
沸
讃
の
溢
翻
衝
ご
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
瓢
貯
號
“
　
　
七
“
∴
（
七
南
Y



　
　
　
第
三
懲
　
・
叢
観
　
挙
安
朝
紳
道
の
一
．
側
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
」
饒
　
　
三
二
（
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
う
に
出
町
認
る
が
、
一
般
に
は
『
二
十
圃
色
盛
』
に
あ
る
「
ご
謂
は
ね
ば
な
む
ぬ
O
Q
よ
し
之
に
よ
っ
て
直
に
、
東
寺

や
う
に
、
塞
海
の
事
こ
し
て
傳
へ
て
を
る
。
同
書
の
記
す
　
の
鎭
守
に
る
稻
荷
就
の
創
立
の
藁
家
を
断
定
し
得
な
い
に

る
所
に
よ
る
ご
、
塞
海
が
東
寺
に
居
つ
藷
、
其
の
弟
子
じ
て
も
、
舳
二
の
や
鮪
購
携
寒
％
鍛
、
決
し
薮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
懐
東
寺
、
即
ち
天
台
宗
鋼
眞
言
宗
の
勢
璽
が
聖
母
の
威

實
恵
儒
都
が
、
其
の
南
大
門
の
前
で
、
稻
を
荷
う
で
來
る

老
翁
姻
ご
数
多
の
男
子
春
属
を
見
て
不
思
議
に
思
ひ
、
早
　
鑑
に
依
籍
も
把
こ
い
ふ
事
實
を
否
認
し
て
考
ふ
べ
き
で
は

遽
、
塞
海
に
告
げ
る
ご
V
海
は
之
を
中
門
の
下
に
招
請
し
　
な
い
。
恐
ら
く
は
、
斯
か
る
運
動
が
石
清
水
八
幡
富
、
祇

て
物
語
し
陀
。
莫
の
時
、
海
が
何
庭
へ
向
ひ
給
ふ
の
か
ε
　
園
戚
帥
院
（
八
坂
棘
斌
）
北
野
紳
祉
の
拗
請
、
東
寺
の
鎭
守

尋
ね
る
ご
、
「
比
叡
・
阿
閣
梨
（
傳
敷
大
師
の
御
事
也
）
我
　
稻
荷
趾
の
由
來
を
推
定
す
る
一
因
こ
な
る
の
で
は
あ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
し
こ

が
寺
を
守
護
し
坐
せ
こ
招
請
め
ゲ
ご
答
玉
ふ
Q
彼
に
は
比
　
い
か
。

叡
ソ
紳
專
ら
鎮
守
な
れ
ば
、
當
寺
に
座
し
て
、
佛
法
を
守
り
　
　
斯
や
う
な
順
序
で
延
暦
寺
の
釜
煎
に
よ
っ
て
、
旧
吉
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
つ
　
　
　
む
　
　
む

給
へ
ε
宣
ひ
け
れ
ば
、
承
諾
座
し
灘
。
依
て
大
師
ご
二
神
　
肚
を
中
心
ご
し
て
上
盤
さ
れ
π
山
王
紳
道
の
學
説
は
、
北

ご
同
道
あ
っ
て
、
勝
地
を
貴
び
て
、
今
の
所
に
鎭
座
し
澱
　
野
、
祇
圏
の
淋
威
を
背
景
に
入
れ
て
漸
家
に
進
行
し
、
一

ご
云
ふ
Q
即
ち
東
寺
の
猛
煙
云
々
」
ε
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
　
方
、
東
寺
の
側
で
は
宇
佐
八
幡
に
起
っ
た
紳
道
説
を
石
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
つ
　
つ
　
む

（
『
稻
荷
鎭
座
由
來
』
に
は
、
大
師
が
紀
州
田
邊
宿
に
於
い
　
水
、
紳
護
寺
を
通
じ
て
受
入
れ
つ
＼
共
の
爾
部
紳
道
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
異
相
の
老
翁
に
救
う
て
契
約
し
だ
事
こ
し
て
を
る
）
此
　
形
成
し
た
も
の
こ
乱
せ
ら
れ
る
φ
o
此
の
淋
佛
習
合
の
敷

の
記
事
は
前
の
『
扶
桑
略
記
』
の
記
事
ご
醤
照
す
る
ご
、
今
・
理
が
獲
達
せ
ん
こ
す
る
形
勢
を
観
破
し
て
、
先
つ
い
ち
早
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
つ
　
　
む
　
　
　

取
扱
っ
て
を
る
問
題
に
嚇
し
て
は
、
頗
る
興
味
あ
る
事
實
　
く
外
宮
の
紳
職
が
五
部
書
の
紳
避
説
を
組
織
し
π
も
の
で



は
み
る
ま
い
か
○
　
（
伊
勢
は
容
器
、
眞
言
宗
の
勢
力
が
強
、
盛
典
の
研
究
が
積
む
に
從
っ
て
、
其
の
學
説
は
愈
佛
敷
的

　
　
ラ
　
ラ
　
　
　
　
　
む

．
く
・
多
度
神
宮
寺
も
嘉
鮮
二
年
、
忍
言
宗
の
別
院
こ
な
つ
　
傾
向
が
強
く
な
っ
て
行
つ
π
結
果
》
眞
言
宗
の
爾
部
三
道

て
、
從
嵩
め
天
台
宗
の
平
銀
は
全
く
騙
逐
さ
れ
て
し
ま
つ
　
は
却
っ
て
長
足
の
進
歩
を
來
t
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご

た
欝
。
か
、
る
形
勢
で
、
外
宮
紳
誓
重
落
君
の
心
理
疑
は
れ
る
。
こ
、
に
於
い
て
s
夏
に
是
等
の
凡
べ
て
の
佛

ご
老
荘
の
思
想
ご
を
採
用
し
て
を
る
）
其
の
著
作
年
代
を
　
敷
的
貫
道
説
㌍
所
謂
本
地
垂
遊
説
σ
姪
楷
か
ら
救
ふ
の
必

誓
て
饗
し
て
あ
る
の
も
、
最
澄
、
壽
を
羅
該
要
が
生
す
る
。
此
の
必
要
を
看
破
し
て
、
霊
革
新
の
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
に
手
を
薯
け
把
も
の
が
！
－
不
充
分
な
が
ら
も
一
室

必
要
が
其
の
一
因
で
は
あ
る
ま
い
か
。
固
よ
り
外
宮
紳
這

に
は
、
其
の
祭
淋
を
最
も
電
か
ら
し
め
や
う
こ
す
る
要
求
　
町
時
代
の
傑
物
吉
田
鍛
倶
で
は
あ
る
ま
い
か
Q
弄
は
こ
に

も
籠
今
て
あ
る
が
、
佛
陀
を
本
奪
こ
し
把
平
氏
側
の
紳
佛
　
か
く
、
、
李
安
朝
の
脚
半
は
輪
講
こ
し
で
は
、
術
極
め
て
幼

習
合
説
に
抑
へ
ら
れ
ぬ
や
う
に
、
時
代
相
癒
の
立
…
場
に
立
　
稚
の
域
に
停
滞
し
て
ゐ
把
が
、
其
の
緩
徐
の
逡
歩
の
裏
面

っ
て
、
翠
雲
を
根
本
ご
し
弛
墨
黒
蘭
懸
道
説
セ
案
毘
し
て
　
に
は
、
頗
る
興
味
あ
る
現
象
が
存
在
し
て
ゐ
π
も
の
ε
推

彼
等
の
三
廻
り
を
し
把
も
の
ご
推
察
ざ
れ
る
の
で
あ
る
◎
　
測
す
る
め
で
あ
る
。
、

而
し
て
其
の
成
立
を
季
安
朝
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
ま
　
　
の
奈
頁
朝
か
ら
準
安
朝
初
期
申
期
に
か
け
て
の
瀦
佛
習
合
の
正
坐
に
つ
い

で
こ
す
る
に
よ
っ
て
、
彼
の
山
王
、
爾
部
の
帥
道
設
は
、
　
　
・
て
に
、
嘗
て
辻
博
士
が
斑
學
雑
誌
策
＋
八
部
に
於
い
て
「
本
地
垂
跡
観

此
の
時
岱
は
野
党
つ
で
羅
立
て
ら
れ
る
墾
ん
難
嚢
罫
舗
郵
踵
飾
繋
熱
犠
爺

で
み
な
か
つ
π
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
挙
＋
三
年
閏
三
月
背
四
一
1
の
記
箪
（
塗
λ
幡
貸
越
蒸
器
冠
一
頭
、
’

　
然
る
に
伊
勢
紳
道
は
絵
概
に
難
語
が
多
か
っ
た
爲
に
、
　
　
金
玉
最
勝
寝
端
、
渋
華
儒
書
藏
、
、
誉
者
＋
人
、
封
戸
馬
五
疋
る
又

　
　
　
第
三
巻
　
　
叢
　
設
　
　
挙
安
朝
騨
選
の
一
僻
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
七
三
　
（
七
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ



第
三
巻
　
叢
観
　
拳
安
朝
融
滋
の
一
側
恵

・
令
レ
造
ユ
三
重
塔
一
擬
㌔
・
二
二
宿
町
∵
也
」
Y
を
以
の
大
佛
鱗
雛
准
の
獲
願

　
に
大
な
蔭
欝
欝
あ
ろ
も
の
ε
こ
て
取
扱
ひ
、
憩
佛
習
合
の
端
緒
即
ち
本

地
垂
泌
説
の
茄
芽
は
大
佛
鋳
造
の
工
め
の
」
　
時
の
泌
婆
か
ら
案
毘
ぜ
ら

　
れ
敦
も
の
で
あ
る
＄
断
定
し
九
の
に
、
い
み
ゼ
き
誤
謬
で
あ
っ
れ
Q
之

．
は
其
の
幾
年
↑
月
九
B
の
條
は
藤
原
聖
霊
の
叛
を
鎭
饗
す
べ
奇
大
歳
軍

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
大
野
東
人
延
寿
t
て
，
h
令
レ
薪
一
暁
請
八
幡
憩
門
潟
」
竃
あ
る
事
實
即
ち
宿

・
薦
に
勤
ず
る
牽
饗
冠
見
ろ
べ
き
横
車
で
あ
っ
て
、
要
義
は
此
翌
月
に
斬

．
殺
さ
れ
、
其
の
輿
蹴
…
は
十
三
年
孟
月
に
小
分
さ
れ
、
東
人
等
は
其
の
閏

　
三
月
充
当
に
行
賞
さ
れ
て
を
6
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
此
憩
佛
習
合
の
籠

．
事
は
大
儒
鋳
造
ε
何
等
の
關
係
が
な
い
の
み
の
ら
す
、
却
っ
て
、
紳
佛

　
の
習
合
が
一
；
雪
少
く
定
も
宇
佐
八
幡
に
於
炉
て
は
！
一
其
の
駐
前
か
ら

、
早
く
趨
っ
て
ゐ
六
思
想
で
あ
る
こ
ミ
を
立
讃
す
る
も
の
で
あ
る
。
余
に

　
太
紳
富
毒
の
三
惑
に
つ
い
て
も
、
丈
武
天
皇
二
年
十
二
月
の
純
に
「
海
温

　
多
魚
太
三
重
テ
度
昏
酔
二
ε
あ
ろ
太
占
宮
が
書
紀
及
び
紀
暑
の
一
本

に
太
榊
営
響
ミ
あ
ろ
の
を
以
て
、
之
に
閾
係
あ
る
爾
後
の
託
嘆
ミ
照
し

合
ぜ
て
、
問
違
な
い
こ
“
こ
推
定
当
て
γ
、
之
を
以
て
其
の
初
見
ε
し
、
　
“

　
劔
時
に
融
佛
の
調
和
が
奈
頁
朝
以
荊
に
在
ろ
こ
ミ
を
信
ず
る
も
の
で
あ

　
る
。

ω
延
騒
ご
十
年
に
慨
來
ぬ
鴨
多
度
瀞
営
寺
伽
藍
隷
起
資
財
帳
駈
の
天
挙
函
嶺

　
七
年
の
條
に
は
「
我
多
疫
紳
也
。
吾
経
二
久
劫
｝
、
作
二
輪
羅
回
り
、
三
密

　
う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
ギ

　
歩
道
報
二
調
云
」
ε
見
え
、
籔
倉
時
代
の
末
仁
成
つ
距
ε
思
に
れ
る
『
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
む
　
　
り

，
大
際
八
丁
瞼
聾
の
寳
藪
附
年
の
滋
昌
悪
闘
レ
之
剛
堅
爾
三
三
給
覇
・

第
一
號

七
四
　
（
七
四
）

　
姪
鶯
拳
レ
守
者
し
ヒ
て
居
る
ゆ
叉
『
宇
佐
託
宣
集
軸
や
「
宮
寺
旧
事
抽
』
（
御

　
託
言
の
翻
Y
に
に
、
屡
ダ
、
奈
夏
雲
代
の
用
例
ε
・
し
て
見
．
ね
て
を
る
喝

　
何
れ
も
共
の
鴬
時
の
も
の
ε
闘
定
も
轟
な
い
か
ち
、
、
暫
く
．
取
ち
ぬ
こ
盆

　
に
こ
六
が
、
＝
一
概
に
無
か
つ
憶
ご
は
云
び
得
な
い
ε
思
は
れ
ろ
ゆ

ω
最
良
が
敬
淋
家
で
あ
っ
れ
こ
ピ
は
、
『
法
華
長
講
脅
式
臨
朔
仁
王
纏
長
講

　
三
聖
軸
及
び
『
金
光
明
長
講
祭
式
堅
に
よ
η
て
あ
知
あ
れ
る
か
ミ
思
ふ
ゆ

　
若
し
此
の
三
者
が
其
の
撰
蓮
§
し
て
疑
ひ
な
い
も
の
（
等
し
く
は
否
定

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
づ
　
つ

　
こ
早
起
い
も
の
）
で
あ
る
ピ
す
れ
ば
、
山
王
の
號
が
最
澄
の
時
に
な

　
か
つ
敦
¢
い
ふ
騰
案
や
下
O
れ
辻
博
士
の
観
は
破
れ
お
課
で
あ
る
。
余

　
は
必
ず
む
も
姥
叡
山
王
の
稽
が
最
澄
以
後
に
生
じ
索
も
の
ε
に
信
ご
熟

　
い
。

の
『
北
野
古
寺
線
起
』
に
は
「
貞
槻
八
年
十
一
丹
、
天
台
山
理
論
ノ
序
テ
令
レ

　
寄
算
…
…
延
喜
三
年
二
月
甘
五
B
薙
御
フ
。
同
年
三
月
令
レ
化
二
現
干
叡

r
山
法
絆
回
坊
一
給
」
と
云
ふ
ご
ε
が
見
ね
て
を
る
。
倫
…
こ
の
菅
公
亡
延
暦

r．

t
乃
逡
天
怠
沓
の
醐
係
に
つ
い
て
叙
、
玉
野
ぷ
地
無
北
野
天
淋
櫛

　
臨
縁
覚
嘱
『
北
野
一
肌
起
『
『
天
満
…
窟
託
自
白
記
』
等
に
」
も
蓮
ペ
イ
、
あ
る
C

の
羅
軍
勢
欝
甕
に
撃
て
あ
ゑ
田
翁
杢
翻
の
傳
観
に
ぎ
，

　
ε
、
弘
法
大
師
は
薩
接
に
三
三
三
三
せ
の
蘭
係
を
有
し
、
、
共
の
關
係
の

　
　
　
　
　
つ
　
ラ
　
コ
　
つ
む

　
中
に
は
、
経
濟
的
意
義
存
見
出
℃
得
る
蝕
地
が
あ
ろ
様
に
も
見
セ
2
る
。

　
然
こ
辻
博
士
が
、
延
贋
穿
の
賀
茂
，
東
寺
の
稻
荷
に
復
す
る
關
係
を
全

　
然
三
囲
的
意
義
に
解
ぜ
ぢ
れ
六
の
は
首
詳
し
が
六
い
。
れ
ξ
び
そ

　
　
ホ

　
味
の
關
係
が
存
在
し
て
を
つ
六
ミ
し
て
も
、
余
は
倫
精
憩
的
堅
力
即
ち

マ



宗
敏
的
勢
力
を
搬
張
・
し
よ
う
ε
す
る
一
の
方
便
が
主
要
な
る
闘
で
あ
っ

　
溢
ε
思
ふ
。
少
く
ミ
も
纏
濟
的
關
…
係
に
並
ん
で
信
仰
的
蘭
係
の
存
在
を

認
め
得
ろ
も
の
ミ
信
ず
6
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

㈹
此
の
手
段
は
既
存
の
他
の
大
盛
に
も
及
ん
だ
こ
ミ
、
察
ぜ
ら
れ
る
（
例

　
へ
ば
賀
箆
、
佐
士
ロ
の
如
斗
・
）
、
離
し
て
臨
画
の
勢
の
極
ま
る
ミ
こ
ろ
は
一
終
…
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

日
自
由
王
、
丹
町
明
紳
共
に
天
照
大
紳
ざ
同
髄
で
あ
る
ミ
い
ふ
説
を
生

す
る
に
至
つ
れ
。
大
峯
、
，
熊
聾
を
中
心
ミ
す
る
引
写
に
當
山
子
、
（
藁

言
）
本
山
滋
（
天
罰
）
の
生
こ
れ
の
も
蓋
〔
鵡
の
傾
向
の
影
響
で
あ
る
。

羅

纂

考
古
學
の
栞
（
書
面
）

　
　
　
　
文
學
士
　
濱
　
田
富

第
糊
章
　
序
．
　
、
詣

　
　
、
闘
、
　
考
古
學
選
ば
何
ぞ
や

　
　
考
古
學
の
起
源

作

　
一
、
　
　
　
　
　
　
　
考
古
學
は
決
し
て
新
し
き
學

問
に
非
す
、
其
の
趨
源
は
寧
ろ
頗
宮
古
ぎ
具
な
ゆ
ご
錐
も
、

科
學
的
態
度
を
以
て
研
究
せ
ら
れ
盛
る
は
、
比
較
的
近
代

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
古
學
の
栞

の
事
に
零
す
。
例
へ
ば
支
那
に
於
い
て
は
宋
以
後
古
器
物

の
蒐
集
順
当
盛
に
起
り
、
。
清
朝
に
至
り
て
は
其
の
特
に
著

し
き
者
あ
る
を
見
る
。
我
國
に
於
い
て
も
徳
川
時
代
に
至

り
て
は
、
、
清
朝
考
讃
の
學
風
を
受
け
隔
或
は
國
學
の
復
興

山
陵
の
踏
査
等
よ
り
し
て
古
墳
古
器
の
研
究
漸
ぐ
回
り
π

、
ヶ
。
西
洋
．
に
於
い
て
は
希
臓
の
末
よ
り
、
古
物
研
究
の
風

現
は
れ
、
羅
馬
時
代
に
及
び
し
も
、
以
後
中
世
を
経
て
第

十
八
琶
紀
に
至
る
迄
、
却
っ
て
衰
退
の
欺
な
り
し
が
、
濁

逸
の
ウ
ヰ
ン
ク
ル
マ
ン
（
≦
ぎ
昂
⑰
喜
舞
p
）
鵠
る
に
及
び
て

、
始
め
て
近
代
の
意
義
の
於
け
る
考
古
學
的
研
究
の
螢
生

を
見
る
に
至
れ
り
。

、
二
、
　
r
考
古
學
の
語
義
　
考
古
學
は
h
ア
ル
ケ
オ
買
レ

デ
ー
し
（
母
。
冨
0
9
0
鴇
）
な
る
語
の
翻
繹
な
り
○
此
の
語

は
希
臓
語
の
ア
川
七
ヤ
イ
オ
ロ
ヂ
ヤ
（
曇
ミ
昊
嘗
“
ゾ
よ

り
出
で
、
、
是
は
「
始
ぬ
」
、
「
古
べ
」
、
等
の
義
セ
有
す
る
．
ア
〃

へ
し
（
魯
駁
“
）
ご
コ
爵
論
」
州
學
痛
し
等
の
意
あ
る
“
ゴ
メ

（
べ
～
曹
も
）
の
二
語
よ
、
ゲ
成
れ
。
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
語
源
上

第
山
　
號
．
　
　
七
五
　
（
七
五
）


